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第 5章「語の種類・使用度数・用法」テープ 20本　延べ 83620語
土岐（1975） テレビの教養番組に出演した 4人（35分）
石井（1984） 24時間型調査。調査協力者 25人（1名 6日，1日 1時間） 
ただし，公開・分析は一部
堀口（1989） 4つのテレビ番組と 9つのラジオ番組，話し手 52人（約 400分）
丸山（1989） テレビのインタビュー番組，女性 22人，各 15分程度
丸山（1990） テレビ番組とラジオ番組，男性 18人，各 15分程度
韓（1991） 少女漫画 62作品
中島（1993） 資料「女性のことばと世代」から鈴木家 3人，内藤家 5人，司会者 1人 
各家庭 2時間
中村他（2003） テレビドラマ 4本（約 7時間）
上原・福島（2005） 初対面同士のペア 4組の対話（75分）












若年層 0例，0例，中年層 3例，0例，高年層 9例，7例），若年層，中年層は，「レバ」を使用
すると指摘されているのみである。
2 方言や近世洒落本を対象とした音融合に関する研究は，石井（1984）に紹介されている。



























コーパス名 制作年 女性 男性 年代 内容 時間（h）
CSJ学会講演 1999–2003 138 681 20～80 学会における研究発表のライブ録音。
改まり度が高い
274.4
CSJ模擬講演 1999–2003 331 263 10～70 一般話者による日常的話題について
の講演。学会講演よりくだけたもの
329.9





名大 C 2001–2003 160 37 10～90 親しい者同士の雑談中心 100
CEJC 2016 131 108 0～90 多様な場面での自然に生じる会話，
映像も含まれる
50




















（9）  「言や」  （「言えば」の融合）   「書きゃ」 （「書けば」の融合）
   「足しゃ」 （「足せば」の融合）   「待ちゃ」 （「待てば」の融合）
   「死にゃ」 （「死ねば」の融合）   「飲みゃ」 （「飲めば」の融合）
   「降りゃ」 （「降れば」の融合）   「泳ぎゃ」 （「泳げば」の融合）





















　4.1節で用いる調整済み残差 dijは，期待度数 eij，横 i行の和 ri，縦 j列の和 cj，総数 nと観測値
f ijを用いて次の式で表される。図 1の横行が i，縦列が jである。



























音融合 2609例のうち，助動詞「ない」の仮定形音融合が 2034例で全体の 78.0%を占める。形容
詞の仮定形音融合は 18例しか見られず，全体のわずか 0.7%である。形容詞一般の仮定形音融合
の例が少ないため，以下では形容詞非自立可能と合わせる。動詞の場合も同様に動詞一般と動詞











女性 396 4 0 4 20 1 425
男性 831 37 20 50 29 10 977
名大C
女性 511 86 27 38 34 3 699
男性 68 37 14 26 8 1 154
CEJC
女性 128 11 8 4 6 1 158
男性 100 32 26 28 8 2 196
計 2034 207 95 150 105 18 2609






































コーパス 性別 助動詞「ない」 「ない」以外の助動詞 動詞 形容詞
CSJ
女性 46.0% 2.6% 0.2% 10.7%
男性 50.8% 10.8% 1.4% 9.7%
総合 49.2% 8.3% 1.0% 10.0%
名大C
女性 92.7% 39.1% 5.7% 38.1%
男性 93.2% 55.2% 17.0% 47.4%
総合 92.8% 42.9% 7.6% 39.7%
CEJC
女性 91.4% 11.5% 3.3% 58.3%
男性 90.9% 32.7% 13.7% 41.7%
総合 91.2% 22.2% 8.8% 47.2%
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　まず，品詞ごとに見る。仮定形音融合は品詞によって生起率に差が見られる。助動詞「ない」
の仮定形音融合生起率は，『名大 C』『CEJC』で，男女とも 90%を超えており，非常に高いこと
がわかる 4。「ない」以外の助動詞仮定形音融合生起率では，『名大 C』が 42.9%で高いのが目立つ。
これは，「ない」以外の助動詞に含めた助動詞「ぬ」の使用例が多いためである。『名大 C』にお
ける「ない」以外の助動詞の音融合例は 123例で（表 3），そのうち助動詞「ぬ」は 83例を占める。
（10）  私も場所を変わらな，いかんじゃんね（data085，10代後半，女性，愛知県出身）



























オ番組の音声をデータとして，「ナキャ」の生起率は 71.8%（全用例 39例中 28例）という数値を得ている。





レジスター 性別 助動詞「ない」 「ない」以外の助動詞 動詞 形容詞
学会講演
女性 13.4% 0.0% 0.3% 1.9%
男性 34.9% 9.2% 0.6% 4.6%
総合 32.2% 7.6% 0.6% 4.1%
模擬講演
女性 49.5% 3.4% 0.2% 13.7%
男性 61.0% 11.5% 2.2% 16.1%
総合 55.9% 8.7% 1.3% 15.1%
対話
女性 69.0% 0.0% 0.0% 18.2%
男性 91.7% 16.7% 2.2% 40.0%




ある。『CSJ』『名大 C』『CEJC』の順に，上段は 10～ 20代，中段は 30～ 40代，下段は 50代
以上の話者における仮定形音融合生起率を示す。コーパス別に見ると，『CSJ』においては，助
動詞「ない」の仮定形音融合以外の品詞では，年代が上がるにつれて，音融合の使用率が高くなっ





コーパス 年代 助動詞「ない」 「ない」以外の助動詞 動詞 形容詞
CSJ
10～ 20代 48.0% 6.3% 0.4% 4.9%
30～ 40代 44.3% 7.9% 0.7% 11.6%
50代以上 56.8% 10.5% 2.1% 13.8%
名大C
10～ 20代 93.1% 54.0% 8.3% 46.2%
30～ 40代 91.9% 33.3% 2.0% 21.2%
50代以上 93.6% 29.4% 10.1% 48.4%
CEJC
10～ 20代 95.5% 11.9% 5.6% 57.1%
30～ 40代 85.6% 31.6% 6.4% 23.8%








識別 ID 話者講演時年代 学会講演 模擬講演 学会＋模擬講演 対話
F1 25–29 ̶（1） 0.0%（1） 0.0%（2） 36.4%（4）
F2 25–34 0.0%（1） 0.0%（1） 0.0%（2） 7.1%（4）
F3 30–34（一部 25–29） 0.0%（2） 14.3%（1） 5.9%（3） 13.3%（4）
F4 30–34 ̶（2） 0.0%（1） 0.0%（3） 0.0%（4）
F5 35–39 0.0%（3） 0.0%（1） 0.0%（4） 27.3%（4）
M1 25–29 ̶（2） 25.0%（1） 25.0%（3） 44.4%（4）
M2 30–34（一部 25–29） 50.0%（1） 22.2%（1） 30.8%（2） 41.7%（4）
M3 30–34 0.0%（1） 0.0%（1） 0.0%（2） 0.0%（4）
M4 40–49 12.0%（7） 60.0%（1） 16.4%（8） 36.8%（4）
M5 50–59 13.2%（3） 50.0%（1） 15.0%（4） 19.0%（4）
　図 3に『CSJ』のレジスター別に見た話者別音融合生起率をプロットに示す。
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A Quantitative Study Using Corpora on the Use  
of Contractions of Conditional Forms
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Abstract
Contractions, in which two or more words are shortened by omitting or combining some sounds, 
are frequently used in spoken language. In this study, through the quantitative analysis of 
contractions of conditional forms using corpora such as the Nagoya University Conversation Corpus, 
Corpus of Spontaneous Japanese (CSJ), and the Corpus of Everyday Japanese Conversation, we clarify 
the differences in the use of contractions according to scene, gender, or generation. We also analyze 
the relationships between the occurrence of contractions in each lecture speech and the impression 
rating score data of the CSJ.
  The results prove that the usage of contractions is high in an informal setting, higher in men 
than in women, and the usage of conditional contractions of verbs is highest among those in their 
50s. In addition, we demonstrate that the occurrence of contractions in each lecture speech and the 
impression rating scores are correlated.
Key words:  corpus, contraction, scene difference/gender difference/generation difference, impression 
rating
